
令和 3年 1月 27日 第 2982回例会 

［点鐘］ 

［ロータリーソング］R-O-T-A-R-Y 

［お食事］100万ドルのお食事（4回目） 

 

会長の時間  

新しい年が始まって１月も最終週になりました。緊急事

態宣言が都市圏で発出され、鹿児島でも医療提供体制の切

迫から感染のステージが上がっています。飲食店等へは営

業時間短縮の要請もされて鹿児島でも世の中が停滞して

いることが実感されます。医療現場でも例年であればイン

フルエンザウイルス感染流行で気を揉むところですが、今

年は予防接種率の向上や感染予防策の励行で未だ感染流

行は見られません。その代わり、発熱患者に対しては新型

コロナ感染症を念頭に緊張感をもって対応する状態です。

例会をこうやって開催しておりますが、感染リスクについ

ては共有しましょう。会話は控えめに、元気な笑顔の交換

で！サンロイヤルホテル様には細部にわたるご配慮に感

謝いたします。 

新型コロナウイルスに対するワクチン供給が間近です。

接種が進めば、トンネルの先の光が少しみえてくるかもし

れません。まだまだ寒い日も多いでしょうが、気温が上が

り気候が緩んで来れば換気もしやすくなります。耳鼻科医

としては花粉症の季節でもあることが気がかりではあり

ますが。換気について一つエピソードを。先日、山形屋へ

行く機会がありました。２号館の１階は、女性の化粧品や

ジュエリー、婦人靴等を扱っていて、どのデパートでも１

階は、化粧品、香水の匂いで充満しているのが常でありま

すが、その日は、焼き芋の匂いがフロアに充満しておりま

した。１号館と２号館の間に焼き芋屋がありますが、それ

だけ換気をしているということだと実感した次第です。こ

うやって、皆が感染予防に努めながら、乗り切りましょう。 

この新しい生活様式の中で、時間の使い方も変わってき

ています。時間を共有する相手も変わり、自分にとって何

が大切なのか、不自由な方が、苦難が多いほうが、より欲

求が強くなります。コロナ前に戻るのではなく、コロナ禍

を超えた先には、コロナ前よりもより生きやすい社会、よ

り充実した生活になるはずです。過去に、結核を患い隔離

生活を余儀なくされた若者の方が、思考が大人になり哲学 

を語り成長し、社会を動かした事例もあります。人間は社

会的生物です。どういう形であれ、人とかかわりながら生

きています。今後の人生を豊かにできるように充電する時

間にしたいものです。四つのテストを唱えながら、次にど

んな扉を開くのか、開いた扉の先にどんな景色が広がるの

か、頑張っていきましょう！ 

「ロータリアンなんで！」 

 

会務報告 

①地区より、第 1回フォトコンテストのチラシが届いてい

ます。締め切りは 2/28です。 

②例会終了後、第 6回定例理事会を開催いたしますので理

事役員はお集まりください。 

 

スマイル報告 

○田中紀充君 会長任期も折り返し過ぎています。本日

は、クラブ協議会、上半期報告、下半期計画！あと半年、

皆様のご支援をいただきますよう、よろしくお願いいた

します。篠崎会員、残念ですが、ご活躍をお祈りしてお

ります。 

○直井圭介君 本日はクラブ協議会、よろしくお願いい

たします。篠崎会員、短い間でしたが、今までありがと

うございました。60周年式典の際に、ドイツ、フィンラ

ンド、ウクライナの方々と一緒に観光したことがとても

懐かしいです。今後ともよろしくお願いいたします。 

○玉利佳久君 父へのお香典をクラブから頂きました。

ありがとうございました。スマイルへ寄付させていただ

きます。後日、お別れの会を行いますので、改めてご連

絡させていただきます。 

○能勢敏郎君 先週、出席 100％で会長より記念品をい

ただきありがとうございました。大事に使わせていただ

きます。 

○福岡一信君 1 月 26 日、52 回目の結婚記念日に、会

長からきれいな花をいただきました。ありがとうござい

ました。 

     小計 13,000円  累計 189,000 円 

 

 

 

福岡への異動により 1月 

末退会の篠崎和敏会員が 

ご挨拶されました。 
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